
在学猶予期間短縮願の提出について

「在学猶予願」の提出により返還期間を猶予された後、退学や
短縮卒業（修了）等予定した卒業（修了）期の変更により在学期間が
短縮された場合は、猶予期間の変更について届出が必要です。
速やかにスカラネットPSから、提出手順にそって
「在学猶予期間短縮願」を提出してください。
なお、平成26年度以前に在学猶予処理された者は、スカラネットPS

から「在学猶予期間短縮願」を提出することはできません。
「返還のてびき」または日本学生支援機構ウェブサイトに掲載されている
「在学届」を所属学部・研究科の奨学金事務担当に提出してください。

※在学猶予願を提出できる時間は、８時より２５時までです。

＜在学猶予期間短縮願の提出手順＞

(1) スカラネットPSへログインしてください。
※スカラネットPSの登録が完了していない場合は、登録してください。

(2) 「各種届願・繰上」タブまたはリンクのどちらかをクリックしてください。
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＜アクセス方法＞
①日本学生支援機構ウェブサイト

（http://www.jasso.go.jp/）
の画面下にあるバナーをクリック

②スカラネットPSのアドレスを直接入力

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/

※提出締切は、所属学部・研究科
の奨学金事務担当係で確認して
ください。

※６月以降は、毎月１５日を
提出締切とします。

(3) 画面真ん中の【各種届・願出・繰上返還申込の際の手続は、① → ②へ】の
「①ワンタイムパスワードの取得画面へ 」をクリックし、ワンタイムパスワードの発行手続きを行ってください。
※詳細は、（ワンタイムパスワード取得手順に関する説明書は こちら ）で確認してください。
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(5) 「各種届・願出・繰上返還選択」画面で、「２．在学猶予・期間短縮願出」の「次へ」ボタンを
クリックしてください。

(4) 「スカラネットPS 各種届・願出・繰上げ返還ログイン」画面で、取得した「ワンタイムパスワード」を
①に入力し、②に画像の英数字を入力し、「送信」ボタンをクリックしてください。
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(7) 「在学猶予願 誓約」画面の【確認事項】で、奨学生番号を確認し、「はい」を選択してください。
【誓約事項】を確認し、氏名（全角漢字）と氏名（全角カナ）を入力し、「送信」ボタンをクリックしてください。
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(6) 「在学猶予・期間短縮 種別選択」画面で、「在学猶予期間短縮願」を選択し、「次へ」ボタンを
クリックしてください。
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(8) 「在学猶予期間短縮願 願出対象（奨学生番号）確認」画面で、可否欄を確認してください。
（「短縮願出可否」欄に「○」印がついている奨学生番号のみ在学猶予期間が短縮できます）

また、 「在学猶予願の内容」、「本人・連帯保証人・保証人・機関保証情報」の内容を確認し、
登録内容に変更がない場合は、「変更なし」を選択し、「確認」ボタンをクリックしてください。

※登録内容に変更がある場合は、「変更あり（転居等届未提出のみ）」を選択してください。
在学猶予期間短縮願提出完了後に「各種届・願出・繰上返還選択へ」ボタンが表示されますので、
引き続き登録内容の変更を届出てください。

平成26年度以前に在学猶予処理
された者は、スカラネットPSから
「在学猶予期間短縮願」を提出
することはできません。

「返還のてびき」または日本学生
支援機構ウェブサイトに掲載
されている「在学届」を所属学部・
研究科の奨学金事務担当に
提出してください。
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(9) 「在学猶予期間短縮願」画面で、「在学猶予願の内容」を確認し、「在学猶予期間短縮願出内容」の
「学籍上の年月日」を入力、「在学猶予期間短縮事由」を選択し、「確認」ボタンをクリックしてください。



(10) 「在学猶予期間短縮願 内容確認」画面で願出内容を確認してください。
願出内容の印刷を行う場合は、「印刷」ボタンをクリックしてください。
願出内容を修正する場合は、「願出内容を修正」ボタンをクリックして、修正してください。
願出内容の確認が完了したら、「送信」ボタンをクリックしてください。

(11) 「在学猶予期間短縮願出 受付完了」画面が表示されます。
在学猶予期間短縮願の提出は完了です。
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＜在学猶予期間短縮願 処理状況等の確認＞
「各種届願・繰上」の【各種届・願出・繰上返還申込内容確認】で提出済の在学猶予期間短縮願の処理状況や
詳細を確認することができます。
処理状況は学校の承認後、日本学生支援機構の承認に基づき更新されます。
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在学猶予期間短縮願の提出についての質問等は、所属学部・研究科の
奨学金事務担当に問い合わせてください。


